
 

 

●趣旨 

高い生産性と低コスト化が求められる林業の素材生産現場。そこでは 

技術面・安全面・環境面など現場を総合的に管理して、持続的に仕事を 

確保できる経営的な能力を持ったリーダー（親方）が必要です。 

鹿児島大学は、持っている知的資源と、林業界・行政との連携事業や 

社会人教育の実践で培った経験を生かし、新しい時代の木材生産を 

行うことができる生産管理者の学びをお手伝いします。 
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●受講対象 

素材生産事業を実施している事業体の生産管理者及びその候補者の方。 

作業実施者の中から生産管理者としてステップアップを考えている方。 

そのほか、本プログラムの趣旨をご理解いただき、強い関心をお持ちの方。 

 

●受講期間など 

 平成 30年 6月から 10月まで（裏面をご覧ください） 

 場所 鹿児島大学 高隈（たかくま）演習林（宿泊所完備） 

 受講料 下記の通り（科目により異なります） 

※ただし、宿泊・食事に伴う実費が別途必要です 

 募集定員 各科目 若干名  

 申込期限  科目 A：5 月 24日（木） 7,470円 

科目 B：6月 21日（木） 9,570 円 

科目 C：8月 2日（木） 9,570 円 

科目 D：9月 27日（木） 9,570 円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●問い合わせ先 

http://ace1.agri.kagoshima-

u.ac.jp/~takakuma/ 

 

演習林に宿泊することができます。 

情報交換の場としてご活用ください。 

講師は大学教員のほかに 

実業界・官公庁からもお招きします。 

 

CPD ポイントになります。 

科目
記号

科目名 時間
時間
数

講義内容 実施場所

6/26 火 1300-1700 間伐、低コスト造林技術

6/27 水 0830-1700
病虫獣害対策、
林業に関わる諸制度、伐採ガイドライン

6/28 木 0830-1230 伐採ガイドライン（実習）

7/19 木 0830-1900
木材流通論、木材加工論、木材の規格と品質、
素材生産論

7/20 金 0830-1700
森林情報管理の新たな技術、
森林調査の基本（実習）

7/21 土 0830-1700 森林調査結果の集計（演習）、ICT活用

8/28 火 1000-1700 地形と地質の基本、路網の作成方法

8/29 水 0830-1700 路網設計（演習）、既設路網の検討（実習）

8/30 木 0830-1700
作業条件と機械の選択、生産性の計測、
生産管理とシステム改善

8/31 金 0830-1230 生産コスト（演習）

10/24 水 1000-1700 施業集約化の考え方とその手法（演習）

10/25 木 0830-1700 森林経営と計画策定、事業地管理のあり方

10/26 金 0830-1700
林業事業体の現状把握、設備投資と返済、
人材育成と投資

10/27 土 0830-1230 事業体の将来計画（演習）

D
施業集約化と
事業体会計

高隈
演習林

3泊4日

26

C
路網設計と

作業システムの
選択・評価

高隈
演習林

3泊4日

26

高隈
演習林

2泊3日

平成30年度　鹿児島大学　公開講座
　「林業生産専門技術者」養成プログラム（1科目コース） 　科目一覧

実施日

素材生産と
再造林の課題

高隈
演習林

2泊3日
16A

B
ICTを活用した

林業経営と
加工流通事情

26


